












































のメカニズムが明らかにできると考えた。これまでラン科植物における B クラス遺伝子の DEFICIENS (DEF)
様遺伝子の研究から、ラン科植物には 4 つの DEF 様遺伝子が存在し、それらの発現パターンの組合せによっ
て異なる形態の花被片が形成されるという‘orchid code’モデルが提唱された。そこで本研究ではサギソウか










clade3 遺伝子と AGL6-2 遺伝子が発現する領域で唇弁形成される。そこでサギソウの HrAGL6-C2 遺伝子の発
現パターンを解析した結果、野生株と‘飛翔’の側がく片・唇弁で発現していた。‘飛翔’では HrDEF-C3 の
発現領域が whorl 1 のがく片まで拡大したことにより、側がく片で HrAGL6-C2 遺伝子と HrDEF-C3 遺伝子の
発現領域が重なったため、側がく片の唇弁化が引き起こされたと考えられた。 
 




が生じることから雄しべと雌しべの形成に関わる C クラス遺伝子の AGAMOUS(AG)遺伝子、内側の 3 つの
whorl の花弁、唇弁、ずい柱で形態に変異が起きることから花全体の形成に関わる E クラス遺伝子の
SEPALLATA(SEP)遺伝子が関係していると考え、サギソウから AG 様遺伝子と SEP 様遺伝子を単離し発現解析




果、‘緑星’の HrSEP-1 の第 1 エキソンに約 4500bp のレトロトランスポゾン様配列 Hret1 があり、Hret1 を含
む HrSEP-1 をホモに持つことがわかった。HrSEP-1 の機能解析のためタンパク間相互作用を調べた結果、
HrSEP-1 は B,C,E クラス遺伝子産物と複合体を形成することがわかった。以上の結果より、‘緑星’の第 1 エ
キソンのレトロトランスポゾン様配列によって HrSEP-1 の発現が抑制され、HrSEP-1 を含む複合体が形成で
きなくなったために正常な花被形成やずい柱形成ができず、緑花変異が生じたと考えられる。 
 




性が示唆された。ダイサギソウから 4 つの DEF 様遺伝子 HdDEF-C1,C2,C3,C4 と 2 つの AGL6 様遺伝子
HdAGL6-C1,-C2 を単離し、野生株と獅子咲き変異品種‘白鳳獅子’で発現を比較解析した。発現解析の結果、
HdDEF-C1,C2,C4 と HdAGL6-C1,-C2 は野生株と‘白鳳獅子’で発現パターンに大きな差はなかった。一方、
HdDEF-C3 遺伝子が野生株のがく片では検出されないのに対し、‘白鳳獅子’の唇弁化したがく片では発現し
ていることがわかった。サギソウとダイサギソウの発現比較解析から、DEF 様遺伝子と AGL6 様遺伝子の発
現パターンが 2 種類の獅子咲き変異品種で保存されていることがわかり、サギソウと同様にダイサギソウの









の発現領域の拡大が獅子咲き変異の原因であり、DEF clade3 遺伝子と AGL6-2 遺伝子の発現が重なる領域で
唇弁化が生じることを示した。一方、サギソウの緑花変異品種‘緑星’の研究から SEP 遺伝子が緑花変異の
原因遺伝子であり、ずい柱形成に重要であることを見出した。以上のように本研究では、ラン科植物の変異
体を用いることにより花器官形成遺伝子群の機能を明らかにすることができた。 
